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序論に当たる第 l 章で、筆者は、まず 1990 年代以降、アフリカ、ラテンアメリカ、ソ




そして、従来の nationalism 理論や各国史研究の文脈では今日なぜ激しい ethnic
nationalism が特定の途上地域で現れているかを解明することが困難であることを指摘し
た上で、近年の途上地域の ethnic nationalism を分析する新たな理論枠組みとして、以
下に詳述する structured analytical framework が求められているのではなし、かという仮
説を提示している。





う捉えたかを述べ、スミス (Anthony Smi th) 、ギデンス (Anthony Giddens) 、ホブスバウ





が生み出す社会構造 (social structure) の変化に着目することが必要であると主張し、
これを structured analytical framework と名付けている。より具体的には、 1990 年代以
降に世界的規模で、グローバリゼーションが深化すると共に、いくつかの nation-state 内
では「国内植民地主義J Cinternal colonialism) の傾向が強まり、その一方において、
1970 年代、 1980 年代以降、途上地域において多くの民衆が民主化を求める運動に参加す
るようになり、これらの諸要因が複雑に絡み合う中で、 1990 年代以降、ある途上地域では
ethnic nationalism がさほど高まることはなく、別の途上地域では ethnic nationalism 
が台頭し、その台頭の態様は様々で、あったという仮説を提示している D
第 3 章、第 4 章、第 5 章で、は事例研究を行って、そのような理論枠組みの有効性を検証
している。










































際社会において nations と同等の地位を求める ethnic nationalism の運動を絶えず起こ
すことになるだろうとの見通しを示している。
論文審査結果の要旨
本論文は、冒頭で述べたように、途上地域における ethnic nationalism の新しい理論
枠組みの確立を目指すものであったが、その成果については以下のように評価できる。
第一に、筆者は、本論文において、 ethnic nationalism の新たな理論の構築を試みる前
に、従来の nationalism に関する主要な理論を省察している。これまで nationalism に関
しては膨大な理論の蓄積があるが、筆者は、 19 世紀初めから現代に至る nationalism の理
論の中で重要なものをほぼ網羅して、一つ一つ丁寧な考察を加えており、それらを基礎と
して独自の議論を展開している。












第四に、筆者が、中国辺境地域における ethnic nationalism の事例研究において、民
主化が ethnic 集団間の紛争激化の一要因として働いたという現実を認める一方で、 ethnic
集団聞の紛争の解決のためには民主化を止めてはならないという信条を示し、さらに地方
自治制度への多文化主義の大幅な導入がその具体的政策たり得ると論じている点は、理想、
と現実の狭間で自らの学問的知見を社会に生かそうとする誠実な姿勢が窺え、共感を覚え
ずにはいられない。
以上により、本論文を、博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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